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子どもを事故.犯罪.非行から守ろう

人 口 と 世 帯 数

男　　5.825 人

女　　6.059 人

計　　1 1 . 4人

世帯数　2.693

48. 6 ｺ 現在

事
故
を
な
く
し
て

楽
し
い
夏
休
み
に
し
よ
う

子

ど
も
達
に
と
っ
て
、
楽
し
い
夏
休
み

が
や

っ
て
き
ま
す
。

の
ぴ
の
ぴ
と
自
由
に
遊
び
ま
わ
る
の
は
楽
し

い
で
す
が
、
つ
い
気
も
ゆ
る
み

、
夜
ふ
か
し
な

ど
も
し

が
ち
で
す
。

例
年
こ
の
時
期
に
は
、
事
故
や
非
行
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

事
故
な
ど
に
あ
わ
な
い
よ
う
み
ん
な
で
注
意

し
、
楽
し
い
夏
を
す
ご
そ
う
。

守

ろ

う五
ッ
の
目
標

Ｏ
交
通
事
故
か
ら
、
子
ど
も
を
守
ろ
う
。

○
水
の
事
故
か
ら
、
子
ど
も
を
守
ろ
う
。

○
花
火
の
事
故
か
ら
、
子

ど
も
を
守
ろ
う
。

○

シ
ン
ナ
ー
、
ポ
ン
ド
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う

○
悪
い
環
境
か
ら
、
子
ど
も
を
守
ろ
う
。



町
道
二

路
線
の
舗
装
工
事
決
定

中
橋
浜
井
場
線
・
高
城
霞
原
線

今
回
町

道
二
路
線
（
延
長
Ξ

Ξ
○
○
メ
ー
ト
ル
・
巾
員
三
・

六
メ

ー
ト
ル
）
の
舗
装
工
事
が

、
前
田
道
路
（
株
）
に
発
注
さ

れ
ま
し
た
。
工
事
期
間
は
昭
和

四
十
八
年
六
月
二
十
五
日
よ
り

九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

工
事
期
間

中
は
地
域
の
皆
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
。
し
ば
ら
く
の
間
ご
し

ん
ぼ
う
願
い
ま
す
。

な
お
現
在
工
事
中
の
町
道
は

次
の
と
お
り
ｅ

す
。

改

良

工

事

○
高
城
支
線
延
長
五
一
四
米

工
事
期
間
昭
和
四
十
八
年
四

月
二
十
一
日
～
十
月
三
十
日

○
鳥
取
山
田
線
延
長
五
二
九
米

工
事
期
間
昭
和
四
十
八
年
四

月
二
十
一
日
～
七
月
三
十
日

○
山
崎
沢
田
線
延
長
二
四
七
米

工
事
期
間
昭
和
四
十

八
年
六

月
一
日
～
十
月
三
十
日

舗

装

工

事

○
県
北
中
～
国
見
農
協
大
木
戸

支
所
延
長
一
〇
〇
九
米

工
事
期
間
昭
和
四
十
八
年
六

月
一
日
～
七
月
三
十
一
日

【

工
事
場
附
近
図
】

行
政
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

行
政
相
談
委
員

佐
久
間

岩

吉

私
は
昭
和
四
十
八
年
四
月
一

日
付
で
、
福
田
行
政
管
理
庁
。長

官
か
ら
、
行
政
相
談
委
員
を
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
の
仕
事
は
、

行
政
管
理
庁
（
福
島
行
政
監
察

局

）
で

行

な

ウ
て

い

る
行

政

相

談

の
窓

口

と
し

て

、

役
所

の

仕

事

に
つ

い

て

お
困

り

リ
　
春
　
０
て

い

る
こ

と

、
納

得

が

い

か
な

い

こ

と
、

希

望
す

る

こ

と
な

ど

に

つ

い
て

相
談

を

受

付
け

る

こ

と

が
主
な
役
目
で
あ
り
ま
す
。

私
の
受
付
け
る
相
談
の
範
囲

は
、
国
の
行
政
機
関
、
政
府
関

係
機
関
（
公

社
、
公
団
、
公
庫

等
）
の
行
な
っ
て
い
る
業
務
、

ま
た
は
県
、
市
町
村
で
行
な
っ

て
い
る
業
務
で
、
国
の
委
任
あ

る
い
は
補
助
に
か
か
る
弟
務
と

な
う
て
お
り
ま
す
が
、
民
亭
関

保
の
間
題

や
、
警
察
で
扱
っ
て

い
る
刑
事
事
件
を
除
け
ば
、

た

い
て
い
の
楊
合
は
行
政
相
談
の

対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
切
無
料
で
秘
密
を
守
り
、

親
身
に
な
っ
て
加
世
話
し
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
鰹
に
お
申

し
出
て
下

さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
私
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
く
ご
脱
明
申
し

あ
げ
ま
す
。

僅
所
　
国
見
町
大
宇
藤
田

字
北
Ｒ
Ｏ

番
地

電
話
　
（
公
社
）
ニ
ニ
○
三
番

科
研
薬
化
工
（
株
）

東
北
工
場
進
出
決
る

科
研
薬
化
工
（
株
）
の
本
社

は
、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
に

あ
り
、
資
本
金
は
七
億
三
千
五

百
万
円
で
東
東
証
券
取
引
所
の

二
部
に
上
場
さ
れ
て
い
る
製
薬

会
社
で

あ
り
ま
す
。

滋
賀
県
大
津
市
に
研
究
所
、

工
場
を
有
し
、
各
地
方
に
八
つ

の
支
店
を
配
置
し
て
医
薬
品
の

製
造
、
販
沈
、
輸
出
入

等
幅
広

く
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
会
社

が
事
業
を
拡

大
す
る
目
的
か
ら
県
を
と
お
し

て
、
当
町

に
東
北
工
楊
を
設
立

し

た
い
と
申
出
が
あ
っ
た
。

町
と
し
て
は
、
町
躍
会
に
工

場
誘
敷
特
別
委
員
会
を
設
け
て

い
た
だ
き
、
会
社
の
資
産
状
況

経
営
内
容
等
を
充
分
検
討
致
し

、
一
番
問
題
で
あ
る
公
害
関
保

を
慎
重
に
調
査
、
研
究
協
霞
を

行
な
い
、
公
害
間
題
の
な
い
こ

と
を
確
か
め
更

に
会
社
に
も
公

害
の
だ
さ
な
い
こ
と
を
確
約
さ

せ
、
工
場
の
進
出
を
受
諾
し

た

た
だ
ち
に
こ
の
旨
を
工
場
敷

地
予
定
地
の
地
権
者
の
方
４
に

説
明
、
協
議
を
申
し
上

げ
た
と

こ
ろ
地
権
者

皆
様
の
深
い
御
理

解
と
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

工
場
の
進
出
が
決
定
し
ま
し
た

そ
の
後
地
権
者
会
と
買

収
価

格
等
に
つ
い
て
話
し
合
、
現
在

売
買
契
約
を
手
続
き
中
で
あ
り

ま
す
。
［

写
翼
工
場
予
定
地
］

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

（
五
月
中
に
届
出
を
し
た
人
　

敬
称
略
す
）

出
生
日

氏
　
　

名

親
の
名
続
柄

住
　
　
　

所

４

、
2
1
　菅
野
　

博
美
　

善
一
の
長
女
　
内
谷
　

舘
９

″
2
1
　
松
浦
　

隔
子
　

征
彦
の
長
女
　
石
母
田
下
原
2
6

″
2
2
　
斎
藤
　
直
美
　

博
の
　

長
女

藤
田
滝
川
4
.
1
7の
１

″
2
3

佐
藤
　
竜
太
　
孝
雄
の
長
男
　
森
山
上
野
台
２
の
５

５

、
２
　

高
橋
　
英
樹
　

勝
英
の
二
男
　
山
崎

北
古
舘
８

″

３

秋
元
　

正
和
　
正
次
の
長
男
　
藤
田
　

北
4
3

″
４
　

臾
沢
美
賀
子
　

和
男
の
三
女
　
徳
江
　
佐
野
台
4
9

々

８
　

村
上
　
典
子
　

邦
男
の
二
女

徳
江
　
西
4
9

″

Ｈ
　

大
槻
　
美
加
　
睦
夫
の
長
女
　
山
崎
　
堰
下
1
2の
３

″
1
5
　
細
川
　
恭
子
　
幸
男

の
三
女
　
藤
田
　
北
6
5

々
1
6
　
反
田
　
靖
子
　
和
夫
の
長
女
　
山
崎
　
北
古
舘
８

″
1
7
　
八
島

卓
也
　

毅
　
の
長
男
　

藤
田
　

鶇
町
２
、
９

″
1
8
　
佐
藤
千
賀
子
　

和
夫
の
長
女
　
森
山
　
一
兀
木
1
9

税務相談

財
産
を
相
続
し
た
と
き

は
相
続
税
がか

か
り
ま
す

相
続
税
や
遺
贈
（
遺
言
に

よ
る
贈
与
）
に
よ
っ
て
財
産

を
も
ら
っ
た
場
合
遺
産
総
額

が
基
礎
控
除
額
（

六
百
万
円

と
百
二
十
万
円
に
相
続
人
数

を
掛
け
た
金
額
と
の
合
計
額

）

と
配
偶
者
控
除
額
と
の
合

計
額
よ
り
多
い
と
き
は
、
そ

の
死
亡
の
日
の
翌
日
か
ら
六

か
月
以
内
に
相
観
税
の
申
告

が
心
要
で
す
。

た
だ
し
、
死
亡
し
た
人
の
配

偶
者

が
受
取
る
遺
産
に
つ
い

て
は
、
遺
産
総
額

が
婚
姻
期

間
二
十
年
以
上
の
場
合

は
三

千
万
円
ま
で
、
十
年
か
ら
二

十
年
ま
で
の
場
合
は
、
そ
の

年
数
に
応
じ
一
千
万
円

か
ら

三
千
万
円
ま
で

は
相
続
税
が

か
か
り

ま
せ
ん
。



日
本
一
の
大
き
さ

岩
渕
遺
跡
の
炉

国
見
町

に
お
け
る
縄
文
時
代

の
生
活
の
様
子
を
つ
か
む
た
め

の
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

よ
く
な
か

り
た
が
、
町
史
編
纂

を
機
に
賢
料
の
総
点
検
が
な
さ

れ
、
ま
た
新
し
い
資
料
の
収
集

も
は
か
ら
れ
遺
跡
の
岡
峯
が
は

じ
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
縄
文
時
代
の
も
の

で
は
山
田
遺
跡
、
竹
の
内
遺
跡

な
ど
が
調
査
さ
れ
、
多
く
の
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
が
こ
の
た

び
偶
然
の
機
会
か
ら
岩
測
遺
跡

が
、
町

史
編
集

専
間
委
員
で
あ

る
目
黒
宵
明
氏
（
県
文
化
緤
主

査
）
の
目
に
と
ま
り
調
査
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

場
所
は
大
字
高
城
字
岩
測
地

内
の
後
藤
忠
一
氏
所
有
の
桃
畑

で
、
発
見
さ
れ
た
の
は
遺
物
の

他
に
住
居
跡
（
遺
構
）
で
あ
る

遺
構

が
明
確
に
出
土
し
た
の
は

国
見
町
で
初
め
て
で
あ
る
。

平
担
な
土
地
を
円
形
状
に
三

〇
～
四
〇

セ
ン
チ
程
掘
り
、
そ

の
周
囲

に
は
溝
が
め
ぐ
ら
さ
れ

て
い
る
。
住
居
跡
の
大
き
さ
は

廈
経
が
約
七

メ
ー
ト
ル
、
炉
（

復
式
炉
と
い
う
）

の
長
さ
は
Ξ

こ

Ｉ
メ
ー
ト

ル
あ
り
現
在
発
見

さ
れ
た
も
の
の
中
で
は
日
本
一

の
大
き
さ
で
あ
る
。

ま
た
住
居

跡
内
に
は
直
鰹
一
メ
ー
ト

汐
程

の
三
つ
の
桂
跡
の
穴
も
あ
り

Ｉ

・
三
～
一
・

五

メ
1
.ト
ル
の
深

さ
に
掘
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
住
居
跡

は
一
時
代
の
も

の
だ
け
で
。な
く

、
多
少
ず
れ
な

が
ら
三
つ
の
住

居
跡
が
重
な
っ

て
い
た
。
上
は

平
ら
な
石
を
敷

き
つ
め
た
敷
石

住
居
跡
で
か
な

り
破
壊
さ
れ
て

お
り
、
二
番
目

の
も

の
は
復
式

炉
を
も
つ
住
居

跡
で
、
下
が
前

記
し
た
住
居
跡
で
あ
る
。

こ
の
調
査
で
、
縄
文
時
代
中

期
末
（
約
三
五
〇
〇
年
前
）
に

こ
の
地
方
の
人

々
が
、
ど
ん
な

住
居
に
住
ん
で
い
た
か
の
一
端

が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
想
像
つ

く
と
こ
ろ
ま
で
わ
か
り
、
町
史

編
纂
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
を

得
る
重
嬰
な
遺
跡
で
あ
る
。

こ
の

た
び
の
調
峯
に
は
地
主

、
後
藤
忠
一
氏
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
４
の
援
助
を
得
ま
し
た

こ
と
、
厚
く
お
礼
を
の
べ
た
い

（
町
史
銅
纂
室
）

「
ウ
シ
君
一
の

楽

園

開

設

町
営
牧
野

こ
の
町
営
牧
野
は
、
昭
和
三

十
七
年
七
月
に
北
山
組
合
の
山

林
五
〇

ベ
ク
タ
ー
汐
を
借
受
け

放
牧
希
壁
者
で
利
用
組
合
を
つ

く
り
、
国
見
町
農
協

が
管
理
主

体
と
な
っ
て
野
草
を
主
飼
料
に

昭
和
三
十
八
年
六
月
よ
り
放
牧

し
て
き
た
が
、
草
不
足
に
な
り

町
当
局
及

び
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
て
本
格
的
草
地
造
成
事
業

を
計
画
し
、
県
単
事
業
で
三
ヘ

ク

タ
ー
ル
の
草
地
造
成
に
成
功

し
ま
し

た
。

野
草
と
牧
草
、
濃
厚
飼
料
で

毎
年
二
五
頭
か
ら
Ξ
○
頭
を
基

準
に
昭
和
四
十
五
年
ま
で
放
牧

し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
間
四

十
四
年
に
肉
用
牛
振

輿
地
域
の

指
定
を
受
け
た
の
を
機
に
、
放

牧
希
望
頭
数
が
増
加
し
た
の
で

町
が
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、

草
地
造
成
三
ヶ
年
計
画
を

た
て

昨
年
ま
で
に

Ｉ
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
草
地
か
造
成
さ
れ
ま
し

た
。

今
後
国

見
町
の
畜

産
業
が
一

層
の
発
展

を
期
待
で

き
る
と
恩

い
ま
す
。

今
年
は

五
月
三
十

一
日
に
三

十
五
頭
の

牛
を
放
牧

し
ま
し
た

標
高
六
五

〇

メ
ー
ト

声
の
高
地

に
広
々
と

開
け

た
緑

の
草
野
に

群
れ
る
牛
の
姿
は
、
牧
ぱ
を
と

り

ま
く
山
々
Ｋ
映
え
、
ほ
ん
と

う
に
美
し

く
、
ウ
シ
君
逮
の
楽

園
の
感
じ
で
す
。

自
然
の
中
で
ウ
シ
君
達
は
健

や
か
ｒ
一
、
夏
を
過
す
こ
と
で
し

ょ
う
ｏ

写 真 脱 明

Ａ　 復式炉 （長さ3.2 メ ートノレ）

Ｂ　 うめがめ（直経30 セｙﾁｰﾒｰﾄﾉﾚ ）

Ｃ　炉　　 （直経60 センチメート/レ）

Ｄ　 柱穴　 （直経 １メートXレ）

Ｅ　 周溝　 （探さ20 ～30セン チメ ートXレ）

お

悔

み

申

し

上

げ

ま

す

（

苙
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日

氏
　
　

名

年
令

住
　
　
　

所

５

、
2
0
　佐
藤
　
（

ン
　
7
0
　
森
山
　
西
国
見
２

″
2
3
　
村
上
　

キ
ク
　
6
5
　
徳
江
　

佐
野
台
2
0

″
2
5
　
菊
地
　

サ
ン
　
8
7
　
塚
野
目
秣
1
0

″
2
8

菊
地
　

繁
7
5

藤
田
　

北
7
5



お

知

ら

せ

の
ペ
ー
ジ

赤
ち
ゃ
ん
の
医
療
費
を
お
支
払
い
の

ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
か

検
診
を
受
け
て

健
康
の
確
認
を

結
核
健
康
診
断

こ
の
検
診
は
毎
年
一
回
必
ず

受
け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の

で
す
。

皆
さ
ん
の
都
合
に
よ
り
ど
の

会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

検
診
日
は
次
の
と
お
り

地　 区　　名　 突施月日　 場　　 所

小 坂　全 地 区 ７・２０ 小坂小体育館
大木戸　　〃　　　７・２３大木戸小体育館

森江野　　〃　　　７・２４森江野小講堂

石毋田　　〃　　　７・２５石母田公民館前
大　枝　　〃　　　フ・２５西大枝集会所

駅加､錦町､大町( 南　７ ・２６ 町民体育館
北)､本町､ 鶉町､板橋

山崎C北､小舘､舘)宮 ７ ・２７　　 〃
町( 南北)町東､宮東、
滝山､上野､源宗山

○
各

地
区
と
も
午
前
九
時
三
〇

分
よ
り
午
後
三
時
ま
で
で
す

○
結
核
健
康
診
断
佃
人
票
を
持

参
く
だ
さ
い
。

昨
年
四
月
一
日
よ

り
一
才
未

満
の
赤
ち
ゃ

ん
の
医
療
費
は
、

一
〇
割
給
付

と
な
っ
て
お
り
ま

す
。国

民
健
康
保
険
に
加
人
の
方

は
医
療
機
関
の
窓
口
に
保
険
者

証
を
提
示
す
れ
ば
無
料
で
す

が

社
会
保
険
加
入
の
方
の
場
合
は

五
割
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の

お
支
払
に
な
っ
た
分
は

役
場
が
所
定
の
計
算
を
し
て
お

か
い
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す

が
、
申
請
し
ま
せ
ん
と

そ
の
ま
ま
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
な
く
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

一
、
申
請
場
所

国
見
町
役
場
住
民
譚
福
祉
孫

一
、
申
請
に
必
要
な
も
の

診
廉
証
明
書
（
用
紙
は
福
祉

孫
に
あ
り
ま
す
）
印
鑑

一
、
申
請
は
そ
の
都
度
で
あ
力

ま
す
が
同
一
医
療
機
関
で
診

療
を
受
け

た
場
合
は
、
一
ヶ

月
毎
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

○
な
お
く
わ
し
く
は
偶
祉
保
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

簡
易
保
険
積
立
金

の
融
資
決
定

簡
易
保
険
の
事
業
は
順
調
な

発
展
を
と
げ
、
賢
金
総
額
は
三

兆
円
を
越
え
る
業
紋
を
お
さ
め

て
お
り
ま
す
。

こ
の
資
金
は
保
険
契
約
者
、

へ
の
貸
付
に
あ
て
る
分
を
除
い

て
、
国
の
財
政
投
賢
計
画
に
計

上

さ
れ
、
そ
の
大
部
分

が
地
方

公
共
団
体
を
通
じ
、
地
方
債
と

し
て
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
の

た
め
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
見
町
の
よ
う
に
自
主
財
源

の
少
な
い
町
で
は
大
き
な
事
業

を
行
な
う
場
合
、
国
の
財
源

に

た
よ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ

り
ま
す
。

今
ま
で
に
も
病
院
、
義
務

教

育
施
設
、
公
営
住
宅
建
設
事

業

簡
易

水
道
事
業
等
多
く
の
事
業

に
簡
易
保
険
積
立
金
の
還
一
兀
融

賢
を

う
け
て
お
り
、
今
後
も
こ

れ
を
利
用
し
て
事
業
を
計
画

さ

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の

よ
う
に
簡
易

保
険
は
地
域
開
発

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
皆
さ
ま
が
た
に

ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
な
お
今
回
融
資
さ
れ

た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。

町
営
住
宅
建
設
事
業

Ξ
四
〇
万
円

林
道
整
備
事
業

三
八
〇
万
円

計
　
七
二
〇
万
円

「
国

民

年

金

」

未
加
入
の
方
に
　
　
　

・

も
う
一
度
の
機
会

五
年
年
金
制
度

明
治
三
十
九
年
四
月
二
・

口

か
ら
明
冶
四
十
四
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
れ
た
方
で
、
十
年
年

・
金
、
五
年
年
金
の
ど
ち
ら
に
も

加
入
し
な
か
っ
た
方
が
加
入
を

希
望
す
る
場
合
、
今
回
に
か
ぎ

り
五
年
分
だ
け
か
け
金
す
れ
ば

年
金
が
も
ら
い
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

最
後
の
機
会
で
す
未
加
入
者

は
申
し
こ
み
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
年

金
保
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
交
通
安
全

番
組
あ
ん
な
い

福
島
中
央
テ
レ
ビ
で
は
、
交

通
安
全

考
ヤ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て

「
「

Ｉ
イ
、
気
を
つ
け
て
」
の

タ
イ
ト

ル
で
放
送
し
て
お
り
ま

す
。安

全
運
転
、
自
転
車
の
正
し

い
乗
り
方
、
正
し
い
歩
行
、
幼

児
の
交
通
安
全
等
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

一
、
放
送
期
間

四
十
八
年
九
月
ま
で

二
、
放
送
日毎

週
月
～
土
曜
日

三
、
毎
日

午
前
七
時
二
十
分
～
二
二
分

県
民
生
活
の

実
態
調
査
に
ご
協
力

を

福
鳥
県
で
は
、
七
月
二
十
日

を
期
し
て
県
民
生
活
実
態
詞
査

を
行
な
い

ま
す
。

こ
の
調
査
は
く
ら
し
、
仕
事

生
活
環
境
な
ど
県
民
の
生
活
を

向
上
す
る
た
め
の
調
査
と
、
お

年
寄
り
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
の

詞
査
を
行
な
う
も
の
で
す
。

調
査
に
よ
る
佃

人
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
も
し

統
計
鯛

査
員
が
お
宅
に
伺
い
ま

し
た
ら
、
お
配

り
す
る
調
査
表

Ｋ
は
、
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

犬
の
放
し
飼
い
は

や
め
よ
う

七
月
一
日
現
在
登
録
犬
数
五

五
三
頭
、
昨
年
度
よ
り
五
三
頭

少
な
い
。
未
登
録
者
は
直
ち
に

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

○
　
朝
夕
犬
を
放
し
飼
い
を
す

る
方

が
お
り
、
新
聞
配
逮
の

少
年
、
牛
乳
屋
さ
ん
、
郵
便

屋

さ
ん
、
通
勤
通
学
の
方
、

幼
児
等
が
非
常
に
迷
惑
を
し

て

お
り
ま
す
。

ま
た
田
畑
、
庭
を
荒
さ
れ

、
道
略
、
公
園
等
が
ふ
ん
で

汚
染
さ
れ
、

ご
み
を
散
ら
か

し
町
の
美
観
を
そ
こ
な
わ
せ

て

お
り
ま
す
。
放
し
飼
い
は

し

な
い
よ
う
ご
協
力
下
さ
い

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税

第
　
二
　
期
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